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2022年08月17日更新　新原稿

　テレビショッピングを利用した周知効果を生かして地道に販売活動を継続さ
れておられます。その他、地域未使用資源の商品化検討、及びブランディング
についても引き続き支援していきたいと思います。

　今回の支援を通じて知財の重要性を一層認識されたのはもとより、更に炭の島根ブランド化を
目指して県内他企業との連携、県産炭の確保のため、同社と県の研究センターとの共同による炭
焼き業者向け説明開開催など、積極的に活動されています。テレビショッピングの売り上げとし
て初回で約700万円、その後2回の実施で約1,300万円の実績をあげておられ、ブランドの定着
を図るため今後も定期的に実施予定のことです。

窓口担当者から一言　（氏名：新谷　佳弘）
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